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仁木偉瑳夫先生を偲ぶ

田中 一

去る６月１４日仁木先生の訃報に接し一瞬言葉を失った。病院にお見舞いに伺ったときは、

日頃の先生にはなく気弱になられているなあ！と心配はしていたが、そんなに早く亡くな

られるとは思っていなかったので、言葉では言い表せない衝撃であった。本年２月の県医

学検査学会には元気なお姿を会場に見せて下さいましたので尚更の思いである。

さて、滋賀県臨床衛生検査技師会の会員数は現在５００名余と聞いている。昭和３４年１０月

の第１回衛生検査技師国家試験受験者は当技師会から３４名、昭和４５年１２月に実施された臨

床検査技師国家試験の受験者は約１１０名であったことを考えると、暫し感慨にふける思い

である。そして申し上げたいことは、この半世紀にわたる長い間、私達は常に身近に仁木

先生のご指導を仰ぐことが出来たということである。仁木先生は京都府立医大における臨

床検査部初代の責任者として、検査部の構築に尽力されたばかりでなく県医師会の学術部

長として、また県技師会の顧問として医療の分野のみならず、公衆衛生、産業衛生の分野

で多くの診断基準づくりを指導され、臨床検査における精度管理システムの構築を指導さ

れたことは、今更申し上げるまでもなく会員の多くが深く記憶に留めるところである。昭

和２９年に２５名の任意団体として出発した本会が、昭和５９年には全国で６番目という早い時

期に社団法人として認可されるまでに発展したことは、会員の努力もさることながら、そ

こにも仁木先生のお力添えがあったことを忘れてはならぬと考える。

私達は、日頃何かを考え何かの行動をしているが、それらの基礎は総て私達が生まれて

から今日までに受けた人からの教えによるものであると言われている。私自身も亦常にそ

のことを感じているが、ここで仁木先生の教えの中から忘れられぬ幾つかをお伝えするこ

とをお許しいただきたい。

数十年前の或る日、先生から「一期一会の心」ということを教わった。もともとは茶の

湯の世界の教えらしいが、俗人である私達も心すべきことではなかろうか。その後技師会

の集まりでの講演の中で、ある生物学者の言葉として「自然に学べ 本の上ではなく」を

引用され「現場を直視せよ 現場の中にこそ問題や、それを解決するヒントがある 机上

ではない」とおっしゃった。そして更に別の日であったが、「吾包帯し 神これを癒し賜

う」と医療人としての在りかたを示された。

これらのことを今改めて思い浮かべつつ先生を偲ぶと、当に先生ご自身の生き方を示し

ているように思われる。仁木先生の教えに深く感謝申し上げるとともに、僭越ではあるが

若い皆さんに一端をお伝えしてご冥福をお祈りします。

（２）２００５年９月１日 社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



平成１７年度新入会員研修会を開催して
組織部 松瀬 新一

７月３０日� 守山ライズヴェル都賀山で、恒例の新入会員研修会を開催させていただきました。
新入会員４名と１０名の理事参加のもと、会長挨拶、自己紹介と新入会員の皆さんの緊張される顔を伺いなが

ら研修会を進めさせていただきました。
今回は２時間の講義終了後、生涯教育研修の一環として開催された、大津赤十字病院看護士、國松先生によ

る「心のケア」についての講演を一般会員と共に受けていただきました。
３時間半の長い研修でしたが、終了後の懇親会では、研修会とは違う雰囲気の中、先輩理事との楽しい会話

に多くの笑顔がみられ、和気藹々と盛り上がりました
本年度の新入会員は１８名ですが、例年になく参加者数が少なく寂しい研修会となってしまいましたが、この

研修会は技師会活動を理解し、今後積極的に活動していただくための学習の場として設けております。
新入会員もとより、施設代表者におかれましても積極的な参加を推奨していただくことを願っております。

尚、新人会員の参加者は下記の皆様です。

亀井 智義（近畿予防医学研究所）
仲河 千絵（滋賀保健研究センター）
今久保佳美（メディック）
水田 泰久（草津総合病院）

近畿予防医学研究所 亀井 智義

今回の研修会に参加させて頂いて、滋賀県臨床衛生検

査技師会は遠い存在でしたが少し身近になりました。私

自身、検査技師会に参加して他の施設の先生方と交流す

ることによっていろいろなことを学びとりました。今後

もこのような機会があれば、検査技師会に参加し、当会

のスキルアップに少しでも努力したいと思います。

参加に際して、ご協力頂きまして誠にありがとう

ございました。

財団法人滋賀保健研究センター 仲河 千絵

今年度より技師会に入会する事となり、先日新入

会員研修会に参加させていただきました。

先生方には貴重なお話を伺うことができ、よい勉

強になりました。今後も積極的に研修会に参加した

いと思いますので、ご指導の程宜しくお願いいた

します。

２００５年９月１日（３）社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会
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“心のケア”についての生涯教育研修会
～講演内容の一部紹介～

去る、７月３０日�、新人会員研修会終了後、大津赤十字病院 看護師 國松 秀美

先生をお迎えし、「心のケア」についてご講演していただきました。

近年様々な災害や事件に関係した方々の心のケアが大きくクローズアップしてきています。

１９９５年（平成７年）の阪神・淡路大震災以来、ようやく心の問題が注目を浴びるようになりました。

しかし、そのなかでストレス反応の極端な状態をいう「PTSD」という言葉だけが有名になってしまい、

すべての被災者が受けるストレスの問題が見逃されてしまった感があります。

また、災害時にストレスを受けるのは被災者だけではなく、救護にあたる援助者もまたストレスを受

けるのです。その意味で援助者は隠れた被災者と呼ばれています。

災害はすべての人の心に影響を及ぼします。また、災害時の心に受ける影響は“異常な出来事に対す

る正常な反応”なのです。これらのことをあらかじめ知っていることが心の問題を軽減するのに役立ち

ます。その意味でも災害救護に関わる人はもちろんのこと、一般市民も心のケアについて教育を受ける

必要があると思います。

メディック 今久保佳美

他の検査センターや病院の方の話を伺って、仕事

に対する視野が広がりました。検査センターでは患

者さんと接する機会がなく、検体は「もの」として

扱われがちであるけれども、検体には全て患者さん

がおられるということを意識して検査していかなけ

ればならないと思いました。

これからも臨床検査技師として自分の仕事に

誇りを持って取り組みたいと思います。

水田 泰久

この度、７月３０日に滋賀県臨床検査技師会の新人研修会に参加させていただきまし

た。研修会では滋賀県臨床検査技師会の概要、制度管理、生涯教育研修制度などの技師会活

動について教わりました。とくに関心が深かったのは認定資格についてでした。現時点での私に認定

資格取得という目標は大きすぎるものかもしれません。しかし、日常業務を確実に行えるようになった時

に、認定資格取得という目標に向かい日々努力していきたいと感じました。そのためには生涯教育研修制

度等の勉強会には積極的に参加し、知識を深めていくことが重要だと思いました。

また、研究会終了後に行われた「心のケア」についての研修会は、実際に新潟県中越地震の被災地に行

かれた先生の講義でした。近年、地震や水害といった災害のニュースが絶えません。そのことから、

臨床検査技師も医師や看護師、理学療法士を中心とした医療援助チームの一員として

加わっていくことで被災地の人たちの役に立てるのではないかと感じました。

（４）２００５年９月１日 社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会
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初級輸血検査実技講習会を開催して

輸血・移植分野 分野長 松井まり子

７月３日・１０日�、大津市民病院・臨床検査部
と滋賀医科大学医学部付属病院・輸血部において、
初級輸血検査実技講習会を開催しました。施設の
都合により、大規模な講習会はできませんが、少
数の受講者とマンツーマンに近い指導者でアット
ホームな研修会となりました。１２名の参加者の中
には、日ごろ輸血検査には携わっていないがチャ
レンジした方、日当直業務のトレーニングとして

参加された方、認定輸血検査技師を目指されてい
る方、久しぶりに検査業務に戻られたベテラン技
師の方等、経験年数も様々でしたが、参加された
方のペースに合わせて実習していただけたとおも
います。今年の研修会の様子を写真で紹介します。
今回の講習会のための事前準備、検体作成、当
日の指導等にご協力いただいた役員の皆様、ご協
力ありがとうございました。

輸血検査実技講習会に参加して 社会保険滋賀病院 嶋作 英美

今回、輸血検査実技講習会に参加させていただ
きました。内容は基本的なことが中心なので、新
人の方やローテーションで輸血検査に配属された
方には非常によいのではないかと思います。参加
人数も６名と少人数のため、講師の方に遠慮せず

になんでも質問できたのがよかったです。長時間
の実習にもかかわらず、丁寧に指導してくださっ
た講師の方と実技講習会の準備をしてくださった
皆様に感謝しています。ありがとうございました。

実 習 風 景

参加者のみなさんと…

２００５年９月１日（５）社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



夏のキャンプ in グリーンパーク思い出の森
厚生部 夏原 寛治

去る、７月９日�・１０日�、夏のキャンプを開催いたしました。
参加していただきました皆様、ありがとうございました。

参加人数は、２０名で会員は、１４名非会員が６名でした。大した事はできませんでしたが、充分に朽木の自然

にいそしんでいただき満足していただいたのではないかと思います。

バーベキューあり鮎の塩焼き・鮒ずしあり新鮮な野菜も盛りだくさんあって食べ放題、飲み放題、心行くま

で楽しんで日頃の・・・・を吹き飛ばせましたか？財布をわすれて大変なことになったと思い込まれた人も、

飲みすぎて朝起きてこられない人もいて様々な人間模様でした。あ、わすれてはいけないすばらしいお風呂、

まさにてんくうの湯の名にふさわしいものをかもし出していました。このようなありさまで終わった模様です。

秋のハイキングを計画しています。よろしかったらご一緒に出かけませんか？

参加者の皆様

乾 杯� ビールサーバーで飲み放題

（６）２００５年９月１日 社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



バーベキュー大会

夏のキャンプに参加して
大津赤十字病院 西村 知己

７月９日・１０日と「夏のキャンプ」（バーベＱ大会）に、家族で参加させて頂きま
した。
以前、秋のハイキングにも参加させて頂いた、アウトドアが少し好きな家族です。
バーベＱを始める少し前まで激しい雨が降っていましたが、キャンプ中はほとんど

降る事なく過ごせました。役員の皆様の普段の行いに感謝します。
バーベＱは、ご自宅の畑で採れた新鮮なお野菜（熟れたトマトや、湯がいたトウモ

ロコシなど）や、自家製の鮒ずし、上等なお肉に鮎、そして焼きおにぎりとゴージャ
ス（？）で、おまけに良く冷えた生ビールまで飲ませて頂き、贅沢な夕食となりまし
た。（ほめすぎ？）
満腹になったので、子供達と天空温泉で一風呂浴び疲れを癒し、再びバンガローに

戻って酔っ払いの輪の中へ・・・。
そして、きれいで大きなバンガロー（ロフト・シャワー付き）で安らかに就寝。

誰？、いびきの大きい人は・・・。
翌朝、朝ご飯の定番、白ご飯にお味噌汁、生野菜、生卵、納豆、お漬物など、二日

酔いの人のため（？）のおじやもありました。朝食の後解散し、もう一風呂頂いて帰
りました。
役員および参加者の皆様、お世話になり本当にありがとうございました。うるさい

盛りの子供達も温かく迎えて頂き、大満足のキャンプになりました。
あっ、冬にはスキーも企画されているとか、いないとか。スキーはへたですが、大

スキー� という事でぜひ、参加させて下さい。また、家族で・・・。

朝食タイム

２００５年９月１日（７）社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



平成１７年６月定例理事会議事録

日 時：平成１７年６月４日� １６：３０～１８：００

場 所：ライズヴィル「都賀山」

出席者：立脇、瀬田、岸本、吉田、拝藤、松瀬、

竹島、植田、岡本、夏原、馬場、宮下、

小梶、重田、藤田、堀、板谷

司 会：重田

１．会長報告

日臨技関係：第５４回日本医学検査学会への参加

者 ５，５００名。

近臨技関係：６月８日�に理事会が開催予定
２．報告事項

１）平成１６年度会計監査

日時：５月１０日� １５：００～１７：００

場所：草津市立まちづくりセンター

２）平成１７年度日臨技総会に会長出席

日時：５月１２日� １３：００～１７：００

場所：京都国際会館

議長に瀬田正憲副会長が選任

３）JAMTIS説明会

日時：５月１４日� １３：３０～１７：００

場所：京都宝ヶ池プリンスホテル

４）役員推薦委員会

日時：５月１７日� １８：００～１９：３０

場所：草津市立まちづくりセンター

議題：監事の候補者推薦について

５）第４５回近畿医学検査学会実行委員会

日時：５月１８日� １８：３０～２０：３０

場所：成人病センター

６）健康つくり財団理事会

日時：５月２４日� １５：００～１７：００

場所：大津保健所２階会議室

会長出席

７）「検査医会との同時開催の打ち合わせ会」検

討会議

日時：５月２８日� ９：３０～１２：００

場所：成人病センター部長室

８）検査医会との同時開催打ち合わせ会議（近臨技）

日時：６月２日� １５：００～１７：００

場所：阪急グランドビル２６階

９）平成１７年度第１回定期総会

日時：６月４日� １３：３０～１４：４０

場所：ライズヴィル 都賀山

１０）生涯教育研修会

日時：６月４日� １４：５０～１６：００

場所：ライズヴィル 都賀山

演題：「ＮＳＴについて」

講師：梶原一恵先生 アボットジャパン

１１）定例理事会開催

日時：６月４日� １６：３０～１８：３０

場所：ライズヴィル 都賀山

３．協議事項

１）第４５回近畿医学検査学会について

�学会運営案・会場�予算�広告、ランチョ
ン・ナイトミーティング	特別講演、公開講
演
関連事業�検査医会との同時開催等につ
いて協議

２）会員名簿作成について（組織部）

現在、調査実施中

３）新入会員研修会開催について

日時：７月３０日� １３：００～１５：００

会場：ライズヴィル都賀山

４）「夏のキャンプ」開催について（厚生部）

日時：７月９日�・１０日�（２日間）
場所：グリーンパーク思い出の森

（高島市朽木柏３４１‐３）

現在参加の申し込み受付中

５）複十字運動の後援について

複十字シールと封筒のセットを１００組購入す

ることを決定

６）滋賀県公衆衛生学会実行委員の選出について

岸本副会長を推薦

７）業務改善検討委員会の開催について

日時：平成１７年６月２４日� １６：３０～１９：３０、

会場：草津まちづくりセンター

８）平成１７年度第１回保健医療従事者研修会につ

いて

テーマ：「安全な医療の提供を目指して」

日 時：平成１７年７月１６日� １３：００～１６：３０

会 場：近江八幡文化会館

４．各部からの報告

事業部：精度管理試料の配布は７月と９月に分

けて配布予定。

（８）２００５年９月１日 社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会
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生涯部：「こころのケア」について研修会開催

日時：７月３０日� １５：３０～１７：００

会場：ライズヴィル都賀山

厚生部：７月９日・１０日の「キャンプ」への参加募集中。

広報部：本年度第１号を発行予定。

組織部：会員動向 別掲

会計部：５／３１付で滋賀県医務薬務課より保健医

療従事者等研修会開催補助金が振り込

まれた。

次回理事会予定：

開催日時：７月９日（土曜日）１４時から

開催場所：グリーンパーク思い出の森 会議室

司 会：瀬田

議事録署名人：瀬田正 憲・拝藤あい子

会 員 動 向

１．会員の動向（平成１７年６月１日現在）

総会員数 ５０４名（日臨技５０２名、県内２名）

新再入会員 １７名

２．新入会員

会員番号 氏 名 所 属

２５４５１５ 小野 華恵 彦根市立病院

３．再入会員

会員番号 氏 名 所 属

２５００８２ 山下 満 湖南メディカルセンター三愛小児科診療所

４．自宅会員

会員番号 氏 名 自 宅 住 所 旧 所 属

２５４１９３ 水上 澄枝 〒５２０‐３３３２ 甲賀市甲南町希望ヶ丘本町３丁目８５７‐２４０ 甲南病院

５．新規施設登録

施設番号 施 設 名 施設住所

９２５０１２２ 滋賀県琵琶湖・環境科学研究センター 〒５２０‐００２２ 大津市柳が崎５‐３５

６．施設名の変更

施設番号 施 設 名

９２５００４９ 南部地域振興局 地域健康福祉部 草津保健所 生活衛生課（旧：湖南地域振興局）

９２５０１１２ 大津市市役所 健康福祉部 健康推進課（旧：健康管理課）

９２５００５３ 石原産業
安全科学研究室 安全性グループ（旧：安全科学研究所）

９２５０００３ 滋賀県衛生科学センター（旧：滋賀県立衛生環境センター）

７．勤務先の変更

会員番号 氏 名 所 属 旧 所 属

２５４３８９ 青木 希 日野記念病院 湖東記念病院

２５４２１２ 岡田 敦史 県立成人病センター 滋賀県健康福祉部健康対策課

２７５６４６ 土肥 誠 滋賀県琵琶湖・環境科学研究センター 滋賀県立衛生環境センター

８．退 会

会員番号 氏 名 所 属

２５０２０７ 園岡 博 近江八幡市民病院

２５０２９７ 栗田 和也 自宅会員

２５０３４１ 古田 世子 旧：滋賀県立衛生環境センター

２００５年９月１日（９）社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



平成１７年７月定例理事会議事録

日 時：平成１７年７月９日� １４：００～１６：００

場 所：グリーンパーク思い出の森（高島市朽木柏３４１‐３）

出席者：立脇、瀬田、岸本、吉田、拝藤、竹島、

植田、岡本、夏原、宮下、小梶、元廣、

板谷

司 会：岸本

１．会長報告

近臨技関係

１）会の名称変更について

「近畿臨床衛生検査技師会」を「近畿臨床検

査技師会」と改名

２）平成１８・１９年度日臨技副会長候補として朝山

均氏（現副会長）を擁立

２．報告事項

１）近畿理事会開催

日時：６月８日� １５：００～１７：００

場所：大臨技事務所

２）地域医療推進協議会

日時：６月１３日� １４：３０～１６：００

場所：滋賀県医師会館

３）検査医会との打ち合わせ会議（第４５回近畿医

学検査学会について）

日時：６月１４日� １６：００～１８：３０

場所：ピアザ淡海（県民交流センター）

４）当会顧問 仁木偉瑳夫先生の葬儀

日時：６月１６日� １３：００～１４：３０

場所：甲賀斎苑

５）登録衛生検査所協会との打ち合わせ会議（第

４５回近畿医学検査学会について）

日時：６月２４日� １６：００～１８：００

場所：ピアザ淡海（県民交流センター）

６）業務改善検討委員会

日時：６月２４日� １８：３０～２０：００

場所：草津まちづくりセンター

７）滋賀県医師会精度管理委員会

日時：７月５日� １５：００～１７：００

場所：滋賀県意思会館

８）第４５回近畿医学検査学会実行委員会開催

日時：７月７日� １８：００～２１：００

場所：成人病センター職員会館

９）定例理事会開催

日時：７月９日� １４：００～１６：００

場所：グリーンパーク思い出の森・会議室

１０）当会５０周年史編集会議

日時：７月９日� １６：００～１６：４０

場所：グリーンパーク思い出の森・会議室

１１）厚生部主催「キャンプ」

日時：７月９日�１６：００ ～７月１０日�１０：００
場所：グリーンパーク思い出の森（高島市朽木柏３４１‐３）

３．協議事項

１）第４５回近畿医学検査学会について

�演題募集について、募集期限を延長
�「臨床検査医会」、「検査所協会」と会場、受
付等について協議

�施設代表者会議開催について（８月５日�予
定）

内容：第４５回近畿医学検査学会の準備・進捗状

況報告

９．転 出

会員番号 氏 名 所 属 旧 所 属

２５４４５９ 渡部 親美 愛媛県総合保健協会 公立甲賀病院

１０．転入

会員番号 氏 名 所 属 旧 所 属

２７６７６９ 嶋作 英美 社会保険滋賀病院 市立池田病院

１７４４５６ 豊島 香織 滋賀医科大学附属病院 金沢大学医学部附属病院

２６０２５７ 渡久地政茂 国立病院機構滋賀病院 国立福井病院

１１．氏名の変更

会員番号 氏 名 旧 姓 所 属

２５０００２ 森地 久子 小 野 大津赤十字病院病理部

（１０）２００５年９月１日 社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会
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第４５回近畿医学検査学会への協力依頼

２）新入会員研修会の開催について

日時：７月３０日� １３：００～１５：００

場所：ライズヴィル都賀山

３）平成１７年度第１回保健医療従事者研修会開催

について。

日時：７月１６日� １３：００～１６：３０

場所：近江八幡文化会館

内容：医療安全についての研修とグループ討議

４）業務改善検討委員会の開催について

内容：�事務、会計業務について
�事務所開設について

５）県医務薬務課からの「薬物乱用防止強化運

動」協賛団体依頼について

運動期間：第１回 ６月２０日�～７月１９日�
第２回 １１月１５日�～１２月１４日�

４．各部からの報告

事業部：平成１７年度滋賀県臨床検査精度管理事

業の進捗状況

一般検査部門、輸血検査部門：試料配布

生理検査部門：精度管理調査終了

生涯部：生涯教育研修会開催

テーマ：「こころのケア」

講 師：大津赤十字病院看護師 國松 秀美先生

日 時：７月３０日� １５：００～１７：００

場 所：ライズヴィル 都賀山

厚生部：「キャンプ」への参加者：２２名（内：子供３名）

広報部：「滋臨衛技だより」第２１５号を発行

組織部：会員動向 別掲

会計部：日臨技本部より助成金入金

次回理事会予定：

開催日時：８月５日（金曜日）１６時から

開催場所：ライズヴィル 都賀山

司 会：瀬田

会 員 動 向

１．会員の動向（平成１７年７月１日現在）

総会員数 ５１３名（日臨技５１１名、県内２名）

新再入会員 ２２名

２．新入会員

会員番号 氏 名 所 属

２５４５１６ 湯峰 奈都子 近江草津病院

２５４５１７ 村井 敦子 
環境バイリス研究所
３．再入会員

会員番号 氏 名 所 属

２５０１１９ 池田 律子 滋賀医科大学医学部付属病院 治験管理センター

１３９２１１ 小霜 美恵 滋賀医科大学医学部付属病院 治験管理センター

４．新規施設登録

施設番号 施 設 名

９２５０１２３ 滋賀医科大学医学部付属病院 治験管理センター

５．氏名の変更

会員番号 氏 名 旧 姓 所 属

２５４３０１ 重田美千代 中 島 甲南病院

２５４３９５ 大濱 愛 藤 沢 済生会滋賀県病院

２００５年９月１日（１１）社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



平成１７年８月定例理事会議事録

日 時：平成１７年８月５日� １６：００～１８：００

場 所：ライズヴィル 都賀山

出席者：立脇、瀬田、岸本、拝藤、松瀬、竹島、

植田、夏原、小梶、内木、重田、藤田、

元廣、板谷

司 会：瀬田

１．会長報告

日臨技関係：近畿地区会長会議における「会

長、副会長」役員推薦について

近臨技関係：チーム医療委員会：９月３日�
開催予定

近臨技理事会：９月３日�開催予定
２．報告事項

１）厚生部主催「夏のキャンプ」

日 時：７月９日�～１０日�
場 所：グリーンパーク思い出の森（高島市朽木柏３４１‐３）

参加者：２２名

２）保健医療従事者研修会

テーマ：「医療安全について」

日 時：７月１６日� １３：００～１６：３０

場 所：近江八幡市民会館

３）第４５回近畿医学検査学会「ランチョン・イブ

ニングセミナー」打ち合わせ会議

日時：７月２２日� １８：００～２０：００

場所：滋賀医大病院検査部

４）新入会員研修会

日時：７月３０日� １３：３０～１５：００

場所：ライズヴィル 都賀山

参加：１３名（新入会４名、理事９名）

５）生涯教育研修会

日時：７月３０日� １５：００～１７：００

場所：ライズヴィル 都賀山

演題：「こころのケア」

講師：國松秀美先生（大津赤十字病院）

６）第４５回近畿医学検査学会 会場担当部局会議

日時：８月２日� １６：００～２０：００

場所：ピアザ淡海

７）８月定例理事会

日時：８月５日� １６：００～１８：００

場所：ライズヴィル 都賀山

８）施設代表者会議

日時：８月５日� １８：００～１９：００

場所：ライズヴィル 都賀山

３．協議事項

１）第４５回近畿医学検査学会について

会場・資材関係、特別講演・公開講座・セミ

ナー等ついての進捗状況

２）個人情報保護に関する「役員の誓約書」提出

について

３）「チーム医療実践セミナー」への参加要請依

頼について

４）業務改善検討委員会による「事務所設置に関

するアンケート」集計結果について

５）当会設立５０周年記念誌発刊について（８月中

に配布予定）

６）定款改定委員会設置について

４．各部からの報告

事業部：第２次精度管理試料を９月に配布予定

厚生部：１１月にハイキング、２月にボーリング

大会開催予定

組織部：会員名簿 ８月１日発行予定

会員動向別掲

次回理事会予定

開催日時：９月１日（木曜日）１７時から

開催場所：KSK近江八幡

司 会：吉田

（１２）２００５年９月１日 社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



会 員 動 向

１．会員の動向（平成１７年８月１日現在）

総会員数 ５１４名（日臨技５１２名、県内２名）

新再入会員 ２３名

２．新入会員

会員番号 氏 名 所 属

２５４５１８ 西川 絵理 オリエンタル酵母

３．新規施設登録

施設番号 施 設 名

９２５０１２４ オリエンタル酵母
長浜生物化学研究所
長浜ライフサイエンスラボラトリー

〒５２６‐０８０４ 長浜市加納町５０

TEL０７４９‐６４‐２３４７ FAX０７４９‐６３‐７９１０

４．勤務先の変更

会員番号 氏 名 所 属 旧 所 属

２５０２４４ 高木 眞司 滋賀県衛生科学センター 湖北地域振興局

２５４０５５ 岩崎 由紀 滋賀県衛生科学センター 南部地域振興局

５．自宅会員

会員番号 氏 名 旧 所 属

２５４４４８ 江那 尚志 滋賀保健研究センター

〒５２０‐０８６２ 大津市平津二丁目４－３２

２００５年９月１日（１３）社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



Nutrition Support Team(NST)について
―臨床検査技師がどのように関わっていくか―

アボットジャパン株式会社医薬品事業部

マーケティング本部医薬情報グループ 梶原 一恵

はじめに
栄養管理はすべての治療法の基盤であり、さらに病院機能評価のVer.5にNSTの設置が取り上げられていることよ

り、最近、Nutrition Support Team(以下NST)が各病院で発足され、注目されている。
NSTとは、患者の栄養管理を医師・栄養士・看護師・薬剤師・臨床検査技師らが結集して実施するためのチーム

である。今回は、栄養管理の意義、NSTに臨床検査技師がどのように関わっていくべきかを紹介する。

栄養管理の意義
栄養不良の患者に対する適切な栄養管理は予後を改善し、逆に、不適切な栄養管理は予後を増悪する。

栄養不良とは栄養バランスが不均衡である状態のことである。臨床的に問題になるのは、ヒトが生きていく上で最も
重要なたん白質やエネルギーが不足する状態であり、これをたん白質・エネルギー低栄養状態protein energy malnu-
trition（以下PEM）という。
日本の高齢者におけるPEMの実態を調査したところ、入院患者の約４０％、在宅療養患者の約３０％がPEMであると

報告された。PEMが高率であったのは、提供されていた食事が健常人の栄養欠乏症の予防を目的に設定された栄養
所要量に基づいて作られていたためである。疾病・ストレス下では栄養要求量が増大し、消化・吸収能が低下してい
るため、病態下にある患者の栄養状態を良好に保つためには、患者個々の必要栄養量を見極め、適量の栄養素を適切
な方法で摂取させる必要がある。
つまり、PEMの解決には、栄養アセスメントにより栄養状態を的確に把握し、適切な栄養療法プランを立て実施

することである。その結果、治療効果ならびにQOLの向上・医療費の削減・入院日数の短縮などの効果も報告され
ている。

栄養アセスメント
栄養アセスメントとは、患者個々の栄養状態を種々の栄養指標を用いて評価することである。初期の栄養評価法で

ある主観的包括的評価subjective global assessment(SGA)は、簡単な問診項目、栄養状態に関連する病歴、身体症状
の観察結果から、患者の栄養状態を実施者が主観的に評価する。SGAで栄養障害があると判定された患者は、さら
に種々の検査データに基づいて実施される客観的栄養評価objective data assessment(以下ODA)を実施する。ODAは、
身体計測や血液生化学検査・免疫能・機能検査など種々の検査データに基づいて、患者さんの栄養状態を客観的に評
価する。

臨床検査技師のNSTへの関わり
適切な栄養管理の実施には、患者への個別対応が不可欠であり。医師一人の力では十分なサービスを施すのは困難

である。そこで、チーム医療が必要となり、NSTが作られるようになった。チーム医療のメリットは各職種の専門
性を生かし、より適切な栄養療法を提供できることにある。
そのためには今後、栄養に対する知識をさらに高め、下記に記載する役割を果たして頂きたい。
NSTにおける臨床検査技師の役割は

１．栄養アセスメント指標からの効果判定
２．病棟回診への参加
３．各検査値結果から得られた問題点の抽出と状態改善のための提案
４．臨床での利便性にあった検査データの編集と提案
などが考えられる。特に３．４．に関して専門性を生かし提案していくことでより適切な栄養管理の実施が可能になるで
あろう。

おわりに
病院によってはNSTに臨床検査技師が参加しておらず、その専門性のメリットが生かされていない施設もある。

今後、NSTにおいて先生方が活躍されることを期待したい。最後に、NSTは各職種が互いに協力し、それぞれの専
門性が発揮しやすいように構築すればよく、NSTのあり方は病院の数だけあるので各施設の特性を生かしたNSTを
設立していただきたい。

（６月４日に行われた生涯教育研修会の講演より）

最最近近のの話話題題

（１４）２００５年９月１日 社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



▲ ▲ ▲ ▲ ▲おお 知知 らら せせ

▲ ▲ ▲ ▲ ▲
平成１７年度 生理機能検査部門研修会

生涯教育研修・一般教育研修課程：臨床専門教科 Ｃ－２０点

テ ー マ 各種術中モニタリングにおける基礎と臨床

会 期 平成１７年１１月１２日�～１３日� ２日間

会 場
奈良市男女共同参画センター（あすなら）
〒６３０‐８１２２ 奈良市三条本町８番１号 JR奈良駅西口より徒歩１分

内 容

第

一

日

目

（敬称略）
１０：００～１０：１５ 開講式・オリエンテーション
１０：１５～１１：４５ 術中誘発電位モニタリングの基礎

天理よろづ相談所病院医学研究所 瀬川 義朗
１３：００～１４：００ 脳神経外科手術における誘発電位モニタリング

福島県立医科大学脳神経外科 板倉 毅
１４：１０～１５：１０ 大血管手術におけるモニタリング

奈良県立医科大学麻酔科学教室 川口 昌彦
１５：２０～１６：２０ 脊椎脊髄手術の術中脊髄機能モニタリング

和歌山県立医科大学整形外科 安藤 宗治
１６：３０～１７：３０ 脳外科・腹部外科領域における術中超音波検査の役割

天理よろづ相談所病院臨床病理部 松下 陽子
１７：４０～１８：４０ 心電図モニタリングの実際と意義－臨床検査技師の役割－

天理よろづ相談所病院臨床病理部 吉田 秀人
１９：００～２１：００ ファイヤーサイド・トーク（情報交換会）

第
二
日
目

９：１０～１０：１０ 術中経食道心エコー法に技師はどのように関わってゆくか
神戸市立中央市民病院臨床検査技術部 八木登志員

１０：２０～１１：２０ 心臓カテーテル検査・治療における各種モニタリングの基礎と
実際－治療現場での役割－
三重ハートセンター生理機能検査部 内田 文也

１１：３０～１２：３０ MRIの基礎と実際－MRIでここまでわかる－
天理よろづ相談所病院臨床病理部 植田 隆史

１２：３０～１２：４０ 閉講式

募 集 人 員 １２０名

参 加 資 格 社団法人日本臨床衛生検査技師会 会員（賛助会員含む）

受 講 料 １６，０００円（テキスト代含む）

申 込 締 切 平成１７年１０月１５日� （但し、定員になり次第締め切ります）

申 込 要 領
「研修会申込書」に必要事項をご記入のうえ、郵送またはFAXで下記までお申込みくだ
さい。受付確認後、受講料振り込み方法などの受講案内等を送付します。

申 込 先
〒６３２‐８５５２ 奈良県天理市三島町２００番地
天理よろづ相談所病院臨床病理部 高橋 秀一
TEL０７４３‐６３‐５６１１ FAX０７４３‐６２‐５５７６

備 考

宿 泊 宿泊の斡旋は行っておりません。各自で手配してください。

主 催 社団法人日本臨床衛生検査技師会

２００５年９月１日（１５）社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



�研修会のお知らせ
第３回輸血・移植分野研修会
日 時：１０月２９日�

場 所：滋賀県立男女共同参画センター（G-NETしが）

内 容：精度管理事業輸血部会報告会
輸血システムの紹介
症例検討会

�臨床検査技師求人
勤務場所 社会保険 滋賀病院健康管理センター勤務

求 人 先 社会保険 滋賀病院 求人係 庶務課長 大村 英幸
〒５２０‐０８４６
TEL（０７７）５３７‐３１０１ 内線（３３２３）

採用条件 臨時職員 （アルバイト長期勤務望む）
予定期間 平成１８年４月～
年齢・結婚 不問

勤務時間 朝７：００頃～１６：００頃まで

給与条件 アルバイト １３，０００円／日

採用人数 臨床検査技師 ４名程度

募 集 健診バス乗務による出張健診業務

業務内容 （週の勤務日数などの詳細は、ご相談致します）

その他の
希望条件 昨今の健診事情により、女性技師を歓迎します。

�～ホームページ委員会より～
技師会のホームページアドレスが変わりました。下記URLをご参照ください。

旧アドレス：http : //www.biwa.ne.jp/˜samt

新アドレス：http : //www.samt.jp/

▲ ▲ ▲ ▲ ▲おお 知知 らら せせ

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

（１６）２００５年９月１日 社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



２００５年９月１日（１７）社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



（１８）２００５年９月１日 社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



２００５年９月１日（１９）社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会



編編 集集 雑雑 感感
残暑お見舞い申し上げます。
毎日、暑い日が続いておりますが会員の皆様はいかがお過ごしでしょうか？
来る９月１１日には注目の衆議院議員選挙が行われます。いつものようにテレビ、ラジオ等から、ま

た、街頭からの宣伝カーの熱い声が鳴り響き、涼しさも少し遠のきそうです。
「Chance to Change」－研こうスキル・拡げようフィールド－を掲げた第４５回近畿医学検査学会

まであと１ケ月余りとなりました。
学会実行委員長をはじめ各担当委員の皆様には大変ご苦労いただいていることと思います。近日中

に学会プログラムが皆様のお手元に届く予定になっております。本学会では、一般演題発表、シンポ
ジウム、特別講演、公開講座、ランチョンセミナー、イブニングセミナー等、多くの催しが企画され
ております。ご期待下さい。
近畿地区から多くの会員の皆様を迎え、意義ある学会として、盛会裡に終えることができますよう、

皆様のご協力、ご支援の程、よろしくお願いいたします。 岡本 記

会誌・会報恵送御礼

静岡県 群馬県 神奈川県 茨城県

奈良県 栃木県 三重県 京都府

東京都 長野県 大阪府 宮城県

愛知県 島根県 千葉県

滋賀県放射線技師会

滋賀県理学療法士会

第２１６号滋臨衛技だより

２００５年 ９月１日発行

発行所 滋賀県臨床衛生検査技師会

編集者 岡本 暢之

重田美千代

印刷所 宮川印刷株式会社

（２０）２００５年９月１日 社団法人 滋賀県臨床衛生検査技師会


